
嗅
覚
表
現
自
動
詞
ニ
ホ
フ
の
意
味
の
下
降
に
つ
い
て

―
―

［名
詞
＋
ス
ル
］
と
の
関
連
か
ら
―
―

池

上

一　
は
じ
め
に

現
代
語
の
ニ
オ
ウ
は
、　
一
語
で

（プ
ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
〉
（以
下
、

↑
／

一
の
意
味
と

両
方
を
表
す
自
動
詞
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
代
に
目
を
向

け
て
み
る
と
、
ニ
ホ
フ
は

一
語
単
独
で
専
ら

〈
十
の
意
味
〉
を
表
す
こ
と
に

気
づ
く
。
ニ
ホ
フ
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
意
味
が
下
降
し
て
い
つ
た
の

で
あ
ろ
う
か
ｃ
ま
た
、
な
ぜ

一
語
が
両
極
の
評
価
性
を
表
し
得
る
の
で
あ
ろ

つヽ
か
ｃ

従
来
の
嗅
覚
表
現
研
究
は
、
上
代

。
中
古
に
お
け
る
ニ
ホ
フ
や
カ
ヲ
ル
を

取
り
上
げ
、
そ
の
美
意
識
的
側
面
に
焦
点
化
し
た
表
現
意
図
論
が
多
か

っ

た
。
特
に
ニ
ホ
フ
は
、
視
覚
か
ら
嗅
覚
へ
感
覚
領
域
の
変
化
し
た
語
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
含

の
意
味
〉
を
表
す
側
面
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
含

の
意
味
〉
を
表
す
ニ
ホ
フ
に
着
目

し
た
工
藤

（一
一〇
一
〇
）
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
語
の
意
味
の
下
降
の
過
程

に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ニ
ホ
フ
が
は
ら
む
上
述
の
意
味
変
化
の
問
題
を
、

尚

知
覚
動
詞
と
同
じ
働
き
を
す
る
自
動
詞
的
用
法

［名
詞
＋
ス
ル
］
（特
に

Ｔ
一

ホ
ヒ
＋
ス
曜
］）
と
比
較
し
つ
つ
考
察
す
る
。
現
代
語
に
お
け
る

［名
詞
十
ス

ル
］
（特
に

Ｔ
一オ
イ
＋
ス
ル
ぜ

は
、
連
体
修
飾
を
伴
い
様
々
な
に
お
い
の
描

写
を
可
能
に
す
る
分
析
的

・
複
合
形
式
と
し
て
、
総
合
的

・
単
純

一
語
の
ニ

オ
ウ
と
と
も
に

〈
一
の
意
味
〉
領
域
を
も
カ
バ
ー
す
る
。
含

の
意
味
〉
を

表
す
表
現
形
式
と
し
て
、
ニ
ホ
フ
と

［名
詞
＋
ス
ル
］
と
が
共
存
す
る
に
至

る
ま
で
の
、
意
味

・
用
法
の
分
担
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
ニ
ホ
フ
の
意

味
変
化
を
よ
り
大
き
な
次
元
で
捉
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
、　
一
般
的
に
言
わ

れ
る
ニ
ホ
フ
の
感
覚
領
域
の
変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
、
本
稿
の
嗅
覚
表
現
の

捉
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
〈
＋
の
意
味
〉
に
関
し
て
は
、
専
ら

〈
十
の
意
味
〉
を
表
す
カ
ヲ

ル
や
ク
ン
ズ
と
の
関
連
も
問
題
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
ニ
ホ
フ
に
意
味
の
下

降
が
生
じ
た
要
因
は
、
こ
の
二
語
の
意
味

・
用
法
が
限
定
的
で
あ

っ
た
／
限

定
化
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
で
こ
れ
ら
の

類
義
語
に
つ
い
て
詳
述
で
き
な
い
が
、
ニ
ホ
フ
の
意
味
の
下
降
の
過
程
に
関

し
て
は
、
［名
詞
＋
ス
ル
］
と
の
比
較
で
最
低
限
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と

〔1〕



考
え
る
。
カ
ヲ
ル
や
ク
ン
ズ
の
語
史
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
ｃ

一
一　
用
例
の
分
類
基
準
―
意
味
の
認
定
―

用
例
は
、
表

一
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
と
る
対
象

・
形
式
に
よ

っ
て
意
味

を
判
断
す
る
。

表

一　
用
例
の
分
類
基
準

械
れ
以
外

／

／

／

械
れ 対

象

（り
単
独
使
用

ｏ
に勉
髪
牝
“す

（
一

単

独

使

用
形

式

意

味

単
独

一

修
飾
成
分

一　
一ｎ

単
独

＋

表
二
中
で
の
略
称

ま
ず
、
と
る
対
象

（嗅
覚
刺
激
を
発
す
る
事
物
）
が
械
れ

（禁
忌
と
さ
れ
る
死

人
や
排
泄
物
　
腐
敗
し
た
飲
食
物
　
獣
）
の
場
合
の
み
、
単
独
で

〈
一
の
意
味
〉

を
表
す
と
す
る
ｃ
対
象
が
械
れ
以
外
の
場
合
、
単
独
で
積
極
的
に

〈
一
の
意

味
〉
を
表
す
と
は
考
え
に
く
く
、
単
独
で

〈
＋
の
意
味
〉
を
表
す
と
暫
定
的

に
考
え
た
。
次
に
、
形
式
に
よ
り
、
０

「単
独
使
用
」
、
０

「
〈
一
の
意
味
〉

を
表
す
修
飾
成
分
を
伴
う
」
に
三
分
類
す
る
ｃ
Ｏ
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
性

を
持
つ
語
句
が
ニ
ホ
フ
を
連
用
修
飾
す
る
場
合

（例
¨
臭
く
ニ
ホ
Ｚ
、
ま
た

は
、
［名
詞
＋
ス
ル
］
の
名
詞
を
連
体
修
飾
す
る
場
合

（例
¨
臭
き
ニ
ホ
ヒ
が

ス
ル
）
を
指
す
Ｇ
こ
の
場
合
、
ニ
ホ
フ
・
［名
詞
＋
ス
ル
］
は
単
独
で

〈中

立
的
な
意
味
）
を
表
し
、
修
飾
成
分
を
含
め
た
表
現
全
体
で

〈
一
の
意
味
〉

を
表
す
と
す
る
ｃ
つ
ま
り
、
械
れ
を
対
象
と
し
て
と
る
場
合
で
も
、
形
式
が

０
で
あ
れ
ば
、
単
独
で
は
あ
く
ま
で

〈中
立
的
な
意
味
〉
を
表
す
、
と
考
え

る
の
で
あ
る
ｃ
な
お
、
〈
＋
の
意
味
〉
を
表
す
修
飾
成
分
を
伴
う
場
合
は
、
〈よ

り

一
層
快
い
に
お
い
が
す
る
）
こ
と
を
表
す
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
〈中

立
的
な
意
味
）
の
認
定
の
判
断
基
準
と
し
な
い
。

単
独
で

〈
＋
の
意
味
）
を
表
す
と
分
類
し
た
用
例
に
は
、
〈中
立
的
／

一

の
意
味
）
を
表
す
用
例
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
し
か

し
、
対
象
と
そ
の
に
お
い
に
対
す
る
現
代
的
評
価
は
、
主
観
に
陥
る
恐
れ
が

あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
明
示
的
な
言
語
表
現
を
判
断
基
準
に
、
積
極
的
に

〈中

立
的
／

一
の
意
味
〉
を
表
す
と
認
め
ら
れ
る
用
例
に
着
目
し
て
、
ニ
ホ
フ
の

意
味
の
下
降
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
筆
者
は
意
味
の
下
降
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
ｃ
単
独
で

〈
十
の
意

味
）
を
表
し
て
い
た
語
が
、
含

の
意
味
〉
を
表
す
修
飾
成
分
を
伴
い
、
語

自
体
が

〈中
立
的
な
意
味
〉
を
表
す
よ
う
に
な
る

（意
味
の
下
降
の
初
期
段
階
）。

さ
ら
に
、
含

の
意
味
〉
を
表
す
修
飾
成
分
を
伴
わ
ず
に
、　
一
語
単
独
で

〈

の
意
味
〉
を
表
す
よ
う
に
な
る

（意
味
の
下
降
の
定
着
）。
つ
ま
り
、
意
弘
の

中
立
化
を
、
意
味
の
下
降
の

一
段
階
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〓
一　
調
査
結
果
と
考
察

（́
′
）

調
査
結
果
は
、
資
料
ジ
ャ
ン
ル
ご
と

・
時
代
ご
と
に
ま
と
め
て
一́
夢
。
用

例
の
得
ら
れ
た
資
料
の
詳
細
は
本
稿
末
尾
の
別
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な

お
、
用
例
を
掲
げ
る
際
に
は
調
査
語
以
外
の
表
記
を
適
宜
私
に
改
め
、
調
査

語
に
傍
線
、
対
象
に
点
線
、
修
飾
成
分
に
波
線
を
付
し
、
筆
者
に
よ
る
補
足

を

［　
］
、
諸
本
に
よ
る
補
足
を

［
［　
］］
、
出
典
末
尾
に
資
料
ジ
ャ
ン
ル
を

〔　
〕
で
示
し
た
。
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表 二 ニホフ [ニ ホヒ+ス ル]

資料ジャンルヽ形式 意味 単独 + 修飾成分一
lll 単独 ― 単 独 + 修fII成 分一

ll 単独 ―

記紀万葉 上代計

0 0 l 0 0

1000% 00% 00% 100001 00% 00%
1

仮名散文 I期  中古計

l 0 2 0 0

992% lli30● 00% 100000 00% 00%
2

仮名散文Ⅱ期

説話 1

和漢混治文 I期

中世前期計

0 1 0 0 0

989% 00% il% 00% 00% 00%
0

和漢混清文 Ⅱ期 4

室町物語 2

抄物 キリシタン資料 狂言台本 4

中世後期計

0 0 4 0 0

1000% 00% 00% 1000% 00% 00%
4

狂言台本 I期 3 2

仮名草子 6 2 ]

浮世草子 ] 2 2

噺本 I期 9 2 6 l

井原西鶴作品 9

浄瑠璃 I期 (近松 )

近世雑 1期 3 2

俳諧 I期

近世前期計

0 8 2

908% 00% 鬱 |%| 5710D 襲烙% 143●4
14

浄瑠璃Ⅱ期 2 l 1

狂言台本 Ⅱ期 8 1 8 ]

談義本 4 l

噺本Ⅱ期 16 6

近世雑Ⅱ期 2 1 2

洒 落 本 1 ] ]

黄表紙 2 3

読 本 6

滑稽本 6 2 3 6

人情本 3

俳譜Ⅱ期 14 l

近世中後期計

0 5 Jみ |

92 4DO 0000 716,6 5249る 4015% ■l%■

総  計

349 1 5

96400 03% 33% 5879る 333% 79%
362
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一二
‐
一　

二
ホ
フ
の
意
味
の
下
降
と

［名
詞
十
ス
ル
］

（
一
）
上
代

上
代
の
ニ
ホ
フ
・
Ｔ
一
ホ
ヒ
＋
ス
ル
］
は
、
専
ら
単
独
で

〈
＋
の
意
味
〉

を
表
し
、
意
味
の
下
降
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
例
②
の
よ
う
に
、
従
来

視
覚
表
現
と
見
な
さ
れ
て
き
た
ニ
ホ
フ

（
一一ホ
ヒ
）
を
含
め
て
論
ず
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
嗅
覚
表
現
の
捉
え
方
と
併
せ
て
後
述
す
る
ｃ

①
手
に
取
れ
ば
袖
さ
へ
丹
覆
女
郎
花
こ
の
自
露
に
散
ら
ま
く
惜
し
も

（万

葉
集
　
巻
一
〇
二
一
二

五
）
〔記
紀
万
葉
〕

②
紅
に
染
め
て
し
衣
雨
降
り
て
爾
保
比
波
雖
為
う
つ
ろ
は
め
や
も

（万
葉

集

巻
三
↑

〓
天
七
七
）
〔記
紀
万
葉
〕

（二
）
中
古

中
古
に
至
る
と
、
含

の
意
味
〉
を
表
す
修
飾
成
分
を
伴
い

〈中
立
的
な

意
味
）
を
表
す
ニ
ホ
フ
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
ニ
ホ
フ
に
意
味
の

下
降
が
生
じ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

０

［枢
戸
の
廂
二
間
あ
る
部
屋
の
、
酢
、
酒
、
魚
な
ど
ま
さ
な
く
し
た
る

部
屋
に
い
る
］
君
は
、
万
に
物
の
香
く
さ
く
に
は
ひ
た
る
が
わ
び
し
け

れ
ば
、
い
と
あ
さ
ま
し
き
に
は
、
涙
も
い
で
や
み
に
け
り
。
（落
窪
物
ュじ

〔仮
名
散
文
Ｉ
期
〕

落
窪
の
姫
君
の
幽
閉
さ
れ
た
部
屋
に
漂
う

「物
の
香
」
「
酢
、
酒
、
魚
な
ど
」

が
入
り
混
じ
っ
た
に
お
じ

は
、
械
れ
な
ど
の
不
快
な
に
お
い
と
い
う
よ
り
も
、

快
く
は
な
い
に
お
い
で
は
あ
る
ま
い
か
。　
一
語
単
独
で

〈
一
の
意
味
〉
を
表

す

（～
）
ク
サ
シ
で
は
な
く
、
［ク
サ
シ
十
二
ホ
フ
］
と
あ
る
こ
と
か
い
も

そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
る
ｃ
ニ
ホ
フ
の
意
味
の
下
降
は
、
ま
ず
、
こ
う
し
た
快

く
は
な
い
に
お
い
の
描
写
に
際
し
て
生
じ
、
次
第
に
、　
一
語
単
独
で
不
快
な

に
お
い
を
表
す
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
ｃ

（三
）
中
世
前
期

中
世
前
期
末
の

『沙
石
集
』
■

二
八
一こ

に
は

一
語
単
独
で

〈
一
の
意
味
〉

を
表
す
ニ
ホ
フ
も
見
え
、
意
味
の
下
降
が
進
行
す
る

（０
）。
含

の
意
味
〉

を
表
す

［
ニ
ホ
ヒ
＋
ス
ル
］
は
見
え
な
い
も
の
の
、
［名
詞
十
ス
ル
］
の
う

ち

［（力
と
読
む
可
能
性
の
高
い
）
香
＋
ス
ル
］
に
は
、
〈中
立
的
な
意
味
〉
を

表
す
用
例
が
見
え
た

（０
）ｃ
こ
れ
は
、
中
世
前
期
以
前
に
お
い
て
、
〈
＋
／

中
立
的
／

一
の
意
味
）
を
表
す
嗅
覚
表
現
名
詞
と
し
て
ニ
ホ
ヒ
よ
り
も
力
が

多
用
さ
れ
た

（池
上
二
〇
一
二
ｂ
）
た
め
で
あ
る

（中
世
後
期
以
降
は
、
ニ
ホ
ヒ

と
力
と
が
交
替
す
る
）。
す
な
わ
ち
、
自
動
詞
的
用
法

［名
詞
十
ス
ル
］
に
お

い
て
も
、
Ｔ
一
ホ
ヒ
＋
ス
ル
］
に
先
ん
じ
て

［香

（力
）
＋
ス
ル
］
が

〈中

立
的
な
意
味
〉
を
表
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

④
若
キ
女
房
、
礼
盤
近
ク
居
テ
、
眠
リ
ケ
ル
ガ
、
堂
ノ
中
モ
響
ホ
ド
ニ
、

下
風
ヲ
シ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
香
モ
事
ノ
外
二
匂
テ
、
興
サ
メ
タ
ル
所
二
、

導
師
是
ヲ
聞
テ
、
「爺

・
笛

・
琴

・
笙
後

・
琵
琶
　
饒

・
銅
銭
、
其
音

モ
タ
ヘ
ナ
リ
ト
云
ド
モ
、
香
気
ヲ
具
セ
ズ
ｃ
多
摩

［
［羅
〓

跛
香
多
伽

羅
香
、
其
香
カ
ウ
バ
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
音
声
ヲ
ソ
ナ
ヘ
ズ
。
今
ノ
御
下

風
ニ
ヲ
キ
テ
ハ
、
声
モ
ア
リ
ｃ
匂
モ
ア
リ
、
聞
ベ
シ
、
カ
イ
フ
ベ
シ
」

（沙
石
集
　
巻
六
　
八
）
〔説
話
〕

⑤

［山
懐
ヲ
ス
ギ
往
間
、
人
ハ
ル
カ
ニ
タ
エ
タ
ル
所
］
エ
モ
イ
ハ
ズ
嗅
香

ス
．
漸
々
寄
テ
見
レ
バ
、
草
枯
レ
ヽ
イ
ナ
ラ
ヌ
所
ア
リ
。
鳥
獣
ノ
ダ
ニ

見
ズ
ｃ
嗅

ノ
タ
ヘ
ガ
タ
ケ
レ
バ
、
鼻
ヲ
塞
ギ
テ
、
ア
ヤ
シ
サ
ニ
強
ヨ

〔4〕



リ
テ
ミ
レ
バ
、　
一
人
死
人
ア
リ
。
（打
聞
集

第
九
話

玄
美
三
蔵
心
経
事
）

〔説
話
〕

（四
）
中
世
後
期

中
世
後
期
に
お
い
て
、
〈中
立
的
／

一
の
意
味
〉
を
表
す
用
例
は
、
ニ
ホ

フ
ニ
名
詞
＋
ス
ル
］
と
も
に
未
見
で
あ
る
．
し
か
し
、
『羅
葡
日
辞
書
』
■

五
九
五
）
に
は

〈中
立
的
な
意
味
〉
で
使
用
さ
れ
た
ニ
ホ
フ
が
散
見
さ
れ
、

前
代
ま
で
の
意
味
　
用
法
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

∩
あ
つ
“
８
●
∽

・，
ｏ
〓
∽”
ε

ョ
ｏ●
ｏ
・ｘ
■
ε

”【〓
日
ｏ
●
ｏ
一
惚
魯
だ

障Ｌ
ｂ

日
ｏ
い
ｏ

（羅
葡
日
辞
書
）

一
語
単
独
で
、
あ
る
い
は
、
修
飾
成
分
を
伴
い
表
現
全
体
で
〈
一
の
意
味
〉

を
表
す
ニ
ホ
フ
・
［名
詞
＋
ス
ル
］
が
見
ら
れ
な
い
要
因
と
し
て
、
こ
の
頃

発
達
し
始
め
た
接
尾
辞

‐
ク
サ
シ
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
中
世
後
期
に
限

ら
ず
、
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
全
用
例
数
が
少
な
い
こ
と
も
、
含

の
意

味
〉
を
表
す
の
に
専
ら
形
容
詞

（～
）
ク
サ
シ
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
と
関
係

す
る
か
。

（五
）
近
世
前
期

一
語
単
独
で

〈
一
の
意
味
〉
を
表
す
ニ
ホ
フ
六
例
は
、
当
代
の
用
例
数
の

約

一
〇
％
を
占
め
る
ｃ
中
古
に
始
ま
る
ニ
ホ
フ
の
意
味
の
下
降
は
、
こ
の
頃

に
は
定
着
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
意
味
が
下
降
し
た
後
も
、
単

独
で

〈
十
の
意
味
）
を
も
表
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
ｃ
現
代
語

の
ニ
オ
ウ
の
よ
う
に
、　
一
語
で

〈
＋
／

一
の
意
味
〉
両
方
を
表
す
ニ
ホ
フ
が
、

近
世
前
期
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

０

一　
西
浄

［
＝
雪
隠
］
を
か
う
屋
卜
い
ふ
事
に
二
説
あ
り
。　
一
に
ハ
か

ミ
を
を
ろ
す
卜
云
事
シ
ヤ
。
又

一
二
ハ
に
ほ
ふ
卜
い
ふ
事
シ
ヤ
。
（寒

川
入
道
筆
記
）
〔噺
本
Ｉ
期
〕

ニ
ホ
フ
は
、
意
味
の
下
降
が
進
行
す
る
過
程
に
お
い
て
〈中
立
的
な
意
味
〉

を
表
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
前
掲
例
０
以
降
は
そ
う
し
た
用
例
が
見
え
ず
、

専
ら
単
独
で

〈
＋
／

一
の
意
味
〉
い
ず
れ
か
を
表
す
語
と
な
っ
た
。
こ
れ
と

は
対
照
的
に
、
Ｔ
一
ホ
ヒ
＋
ス
ル
］
は
、
そ
れ
自
体
は
あ
く
ま
で
も

〈中
立

的
な
意
味
）
を
表
し
、
修
飾
成
分
を
含
め
た
表
現
全
体
で

〈
一
の
意
味
〉
を

表
す
用
例
が
多
い
。
な
お
、
こ
れ
は
、
［名
詞
＋
ス
ル
］
全
般
に
指
摘
で
き

る
傾
向
で
あ
る
。

③
大
書
は
水
を
含
む
も
の
な
れ
ば
。
あ
し
き
に
ほ
ひ
す
る
事
な
り
。
（男

色
十
寸
鏡
　
上
・
少
年
若
道
の
し
た
て
気
を
と
を
す
事
）
〔浮
世
草
子
〕

⑨
客
人
申
さ
る
ヽ

「火
の
傍
に
何
ぞ
く
ば
り
た
る
か
、
ぁ
Ｕ
割
洲
剖
洲
引

る
」
と
言
ふ
。
亭
主
聞

ヽ
て
、
人
を
呼
び
、
「火
の
傍
に
、
何
ぞ
あ
る

か
見
よ
、
何
や
ら
、
わ
る
い
か
ゞ
す
る
そ
」
と
、
言
ひ
付
け
れ
ば
、

‥
　
Ｌ
火
の
は
た
を
、
よ
く
見
て
御
ざ
れ
と
も
、
な
に
も
御
ざ
ら
ぬ
が
、

御
方
様
の
、
火
に
あ
た
り
て
御
座
る
」
（昨
日
は
今
日
の
物
語

上
）
〔噺

本
Ｉ
期
〕

（六
）
近
世
中
後
期

上
述
の
よ
う
な
意
味

・
用
法
の
分
化
は
、
近
世
中
後
期
に
も
引
き
継
が
れ

る
。
ニ
ホ
フ
は
専
ら
単
独
で

〈
＋
／

一
の
意
味
〉
い
ず
れ
か
を
表
し

（⑩
）、

［
ニ
ホ
ヒ
十
ス
ル
］
を
は
じ
め
と
す
る

［名
詞
＋
ス
ル
］
は

〈
一
の
意
味
〉

を
表
す
修
飾
成
分
を
伴
い
、
〈中
立
的
な
意
味
〉
を
表
す
場
合

（０
）
が
多

〔5〕



い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
結
果
的
に
表
現
全
体
で

〈
一
の
意
味
〉
を

表
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
ニ
ホ
フ
よ
り
も

［名
詞
＋
ス
ル
］
の
方
が

〈
一
の

意
味
）
を
表
す
の
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

⑩

「
ヲ
ヤ
も
ふ
、
そ
ふ
じ

［
＝
便
所
汲
取
掃
除
人
］
が
き
た
さ
ふ
だ
。
い

つ
そ
匂
ふ
よ
。
廊
下
に
は
寝
ず
の
番
、
多
く
の
行
灯
を
並
べ
、
掃
除
し

て
ゐ
る
。」
（青
楼
昼
之
世
界
錦
之
裏
）
〔洒
落
本
〕

⑪
鬼
瓦

「
…
…
ぺ
ん
／
ヽ
ヽ
草
や
性
根
草
が
小
沢
山
に
生
た
が
、
猫
の
板
物

の
乾
か
た
ま
り
と

一
緒
に
、
ぷ
ん
／
く
ヽ
と
鼻

へ
這
入
る
。
と
ん
だ
所
で

草
い
き
れ
を
襲
物
だ
ぜ
ｃ
ま
だ
お
つ
り
き
な
匂
が
す
る
や
う
だ
。
フ
ン

／
ｔ
ヽ
。」
（大
千
世
界
楽
屋
探
・
初
編
・
下
）
〔滑
稽
本
〕

以
上
見
て
き
た
ニ
ホ
フ
の

意
味
の
下
降
と
、
そ
の
意
味

変
化
に

［名
詞
＋
ス
ル
］
が

ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
る

か
を
ま
と
め
る
と
、
図
の
よ

う
に
な
る
。
二
つ
の
表
現
形

式
が
共
存
し
続
け
、
語
彙
体

系
と
し
て
の
均
衡
を
保

つ
た

め
に
は
、
〈
十
／
中
立
的
／

一
の
意
味
〉
に
お
け
る
ニ
ホ

フ
と

［名
詞
＋
ス
ル
］
と
の

棲
み
分
け
が
、
必
要
不
可
欠

で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
意
味

・
用
法
の
分
担
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
池
上

（一一〇
〓
Ｉ
）

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
嗅
覚
表
現
に
お
い
て
は
、
時
代
が
下
る

に
つ
れ
て
、
に
お
い
の
種
類
を
具
体
的
に
表
そ
う
と
す
る

「表
現
の
具
体
化

へ
の
欲
求
」
が
高
ま
樋
。
自
動
詞
の
範
疇
に
お
い
て
も
、
こ
の
表
現
上
の
欲

求
に
応
え
ら
れ
る
形
式
と
し
て
、
ク
に
お
い
の
種
類
を
具
体
的
に
表
現
で
き

る
連
体
修
飾
成
分
ク
を
伴
い
や
す
い
名
詞
を
そ
の
形
式
に
含
む

［名
詞
＋
ス

ル
］
が
好
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
自
動
詞
ニ
ホ
フ
も
、
連

用
修
飾
成
分
を
伴
い
、
よ
り
具
体
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
先

の
表
現
上
の
欲
求
と
は
ま
た
別
に
、　
ニ
ホ
フ
が

（単
独
か
、
修
飾
成
分
を
伴
う

か
を
問
わ
ず
）
含

の
意
味
）
を
積
極
的
に
表
し
に
く
い
要
因
が
存
す
る
の
で

は
な
い
か
。

〓
Ｔ

一
一　
二
ホ
フ
は
、
な
ぜ

〈
一
の
意
味
〉
を
表
し
に
く
い
の
か

こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
表

一
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た

〈
＋
の
意
味
〉
に
着
目
す
る
。
ニ
ホ
フ
が
意
味
の
下
降
の
後
も

〈
＋
の
意
味
〉

を
表
し
続
け
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
含

の
意
味
〉
を
表
す
語

と
し
て
は
積
極
的
に
使
用
さ
れ
な
い
要
因
が
見
え
て
こ
よ
う
。

表
三
で
は
、
単
独
で

〈
十
の
意
味
〉
を
表
す
用
例
を
具
体
的
な
対
象
に

よ
っ
て
細
分
類
し
、
用
例
数
の
分
布
を
示
し
た
。
対
象
は
、
植
物

・
薫
物

・

身
体

・
精
彩

・
飲
食
物

・
そ
の
他
の
六
つ
に
分
類
し
た
ｃ

こ
こ
で
言
う
身
体
と
は
、
色
艶
と
も
呼
べ
る
人
間
の
美
し
さ
や
、
往
生

人

・
神
仏
の
登
場
に
伴
う
に
お
い
を
指
す
。
ま
た
、
精
彩
は
、
色
彩

・
光
彩

の
総
称
と
し
て
用
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ニ
ホ
フ
は
、
こ
う
し
た
身
体
や

精
彩
を
対
象
と
す
る

（前
掲
例
②
）
が
ゆ
え
に
、
視
覚
表
現
語
と
見
な
さ
れ

:時代＼意味

: 中世後期
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表 三 ニホフ [ニ ホヒ+ス ル]

資料ジャンルヽ対象 植 物 薫 物 身体 精彩 次食物 その拠 植 物 薫 物 精彩 飲食物 その他

記紀万葉 14(44) 0 4黎 ) 19(9) 0 0 0 0 1(1) 0 0

上代計 57(57) 1(1)

仮名散文 I期 12(“) 30(1) 0 0 0 l l 0 0 0

中古計 126(56) 2

仮名散文Ⅱ期 28(18) 8(2)

説話 10(8) 6 4 l 2(1)

和漢混治文 I期 11(3) l 2

中世前期計
|゛(29) 14(′ ) 0 l 2(1) 0 0 0 0 0

87(32) 0

和漢混清文Ⅱ期 4(1)

室町物語 1 l

ll1/11キ リシタン資料 I言台本 7(1) 2 ] l 2 1

中世後期計
12(2) 21 0 0 ] l l 2 0 1

4

狂言台本 I期 2(2) 1(1) 2

仮名草子 6(4)

浮世草子 ]

噺本 I期 4(4) 2(1) 1 2 4 2

井原西鶴作品 6(6) 1(1) 2(2)

浄瑠璃 I期 (近松 ) 5 2) 2(2) 1

近世雑 I期 3 3)

俳諧 I期 12(11) 4(3) l(1) 3(2)

近世前期計
38(3秒 | 10ク) 0 0 3(2) 8(4) 0 0 0 161 2

59に

"
8

浄瑠璃 Ⅱ期 2(2) l

狂言台本 Ⅱ期 3 ) 5(5) l 7

談義本 4 )

噺本 Ⅱ期 5 ) 6 1 4 4 1 ]

近世雑 Ⅱ期 1 l

洒落本 ]

黄表紙 1 l

読 本 5(1) 1(1)

滑桔本 l l 4 2 l

人情本 2(1) 1(1)

俳詰Ⅱ期 6(4) 2(2) 1(1) 5(5)

近世中後期計
,,(1幼 15(7) 0 0 7(2) 10(6) 1 7 0 2

)

総  計
244(174) 72(14) 48(7) 9(9) 12(4) 1(11) 3 1(1) 4

406(219) 36(1)

( ):それぞれに含まれる和歌 謡などの韻文の用例数 (内数)を示す。
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て
き
た
。
そ
し
て
、
後
に
嗅
覚
表
現
語
と
し
て
の
使
用
に
偏
る
こ
と
を
以
て
、

感
覚
領
域
の
変
化
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ホ
フ
が
純
粋
な
嗅
覚
表
現
語

と
し
て
確
立
す
る
過
程
は
、
表
三
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る

（身
体
は
中
世

後
期
以
降
、
精
彩
は
中
古
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
用
例
が
見
ら
れ
な
く
な
る
）
が
、
そ
れ

以
前
の
ニ
ホ
フ
が
視
覚
表
現
に
専
用
の
語
で
あ

つ
た
と
は
言
え
な
い
と
筆
者

は
考
え
る
。
そ
も
そ
も
、
視
覚
情
報
で
あ
る
精
彩
な
ど
と
嗅
覚
情
報
で
あ
る

に
お
い
と
は
、
〈発
散
〉
と
い
う
共
通
項
を
有
す
る

「気
」
で
あ
り

（Ｅ
ミ
ミ

ン
コ
フ
ス
キ
ー
一
九
人
一こ
、
峻
別
は
困
難
で
あ
る
。
に
お
う
／
に
お
わ
な
い

の
判
断
が
恣
意
的
な
文
化
行
為
で
あ
る

（Ａ
　
コ
ル
バ
ン
一
九
九
〇
）
と
す
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
「気
」
が
具
体
的
に
何
を
含
み

（「精
彩
」
二
一一口
い
尽
く

さ
れ
る
か
否
か
）、
嗅
覚
表
現
語
と
し
て
確
立
す
る
以
前
の
ニ
ホ
フ
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
る
べ
き
か
は
別
稿
で
詳
述
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま

ず
、
視
覚
情
報
と
嗅
覚
情
報
と
の
連
続
性

・
共
通
性
を
表
現
す
る
語
と
し
て

ニ
ホ
フ
を
捉
え
、
従
来
、
視
覚
表
現
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
用
例
を
も
含

め
た
広
義
の

「嗅
覚
表
現
」
を
扱

っ
て
い
る
。
視
覚
で
あ
れ
嗅
覚
で
あ
れ
、

ま
た
双
方
が
融
合
し
た
感
覚
で
あ
れ
、
そ
こ
に
付
随
す
る
評
価
性
の
変
化
は

起
こ
り
得
る
。
嗅
覚
表
現
語
と
し
て
確
立
す
る
ま
で
の
感
覚
領
域
の
変
化

と
、
意
味
の
上
昇

下
降
と
い
つ
た
評
価
性
の
変
化
と
は
、
別
に
考
え
た
い
。

（
一
）
鑑
賞
と
し
て
の
対
象
か
、
実
用
と
し
て
の
対
象
か

ま
ず
、
ニ
ホ
フ
と

［
ニ
ホ
ヒ
＋
ス
ル
］
と
の
、
と
る
対
象
の
ち
が
い
に
つ

い
て
見
て
み
る
。

植
物

・
薫
物

。
身
体

・
精
彩
は
、
総
計

・
各
時
代
の
計
を
問
わ
ず
ニ
ホ
フ

が
圧
倒
的
に
多
い
ｃ
こ
の
語
に
意
味
の
下
降
が
定
着
す
る
近
世
以
降
で
あ
つ

て
も
、
植
物

（Ｏ
Ｔ

薫
物

（０
）
を
対
象
と
し
て
積
極
的
に
と
り
続
け
て
い

る

（近
世
前
期
は
約
八
〇
％
、
近
世
中
後
期
は
約
七
〇
％
を
占
め
る
）。

⑫
袖
の
か
ほ
り
も
に
は
ひ
来
る
色
町
の
夕
涼
ミ
、
螢
な
け
こ
む
あ
だ
人
に

誘

ハ
れ
、
貧
し
き
男
嶋
に
行
、
御
影
に
て
か
こ
ゐ
に
枕
を
並
べ
、
（遊

小
僧
　
四
　
色
は
ま
よ
ひ
の
初
の
事
）
〔噺
本
Ｉ
期
〕

⑬
今
を
春
辺
と
匂
ふ
紅
梅
の
盛
り
、
（庚
中
講
　
一　
み
だ
れ
髪
）
〔噺
本
Ⅱ

期
〕

ま
た
、
上
代

・
中
古
　
中
世
前
期
に
お
け
る
ニ
ホ
フ
は
身
体
を
対
象
と
し

て
と
る
場
合
が
あ
る
の
に
対
し
、
［名
詞
＋
ス
ル
］
に
は
、
こ
う
し
た
対
象

が

一
切
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
ｃ

Ｏ
御
顔
の
色
は
紅
梅
の
咲
き
出
で
た
る
や
う
に
―こ‐
国
洲

つ
ヽ
、
涙
も
落
ち

ぬ
べ
く
見
ゆ
る
御
ま
み
の
、
い
と
心
苦
し
げ
な
る

，
）り
か
へ
ば
や
物

証Ｔ

上
）
〔仮
名
散
文
Ⅱ
期
〕

Ｑ
か
０

，
り
行
日
で
日
ぼ
叫
を
取
な
天
、
ま
の
あ
た
り
異
香
―こ―
―ま‐
洲
、
紫

雲
た
な
び
き
て
、
其
の
瑞
相
あ
ら
た
な
る
た
め
し
お
ほ
か
り
。
（発
心

集

第
三
二
Ｃ

〔説
話
〕

鑑
賞
の
対
象
に
さ
れ
や
す
い
植
物
や
薫
物

・
精
彩
、
物
語
世
界
や
異
世
界

の
描
写
に
お
い
て
対
象
に
さ
れ
や
す
い
身
体
に
つ
い
て
は
ニ
ホ
フ
が
優
勢
で

あ
る
の
に
対
し
、
先
の
三
つ
の
対
象
よ
り
は
日
常
的

・
実
用
的
で
卑
近
な
飲

食
物
に
つ
い
て
は
、　
百
貝
し
て

［名
詞
＋
ス
ル
］
が
優
勢
で
あ
る
。

①

（伯
蔵
主
）
＼
さ
り
な
が
ら
、
何
や
ら
か
う
ば
し
ひ
に
は
ひ
が
い
た
す
が
、

何
物
を
お
い
て
だ
ま
す
ぞ

‥
…
は
あ
、
お
‐が
料
ず
み
を
ゃ
測
み
げ
―こｌ
ｄ

す
ま
ひ
て
お
ひ
た
は
、
か

ヽ
つ
た
が
道
理
じ
や
…
…

（伯
蔵
主
）
＼
ま

つ
は
む
ま
ひ
か
ヾ
す
る

（虎
明
本
　
釣
狐
）
〔狂
言
台
本
Ｉ
期
〕
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
ニ
ホ
フ
／

［名
詞
＋
ス
ル
］
の
使
い
分
け
意
識
は
、

描
写
す
る
対
象
そ
の
も
の
へ
の
意
識
の
ち
が
い

（鑑
賞
／
実
用
）
が
反
映
さ

れ
や
す
い
と
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（二
）
日
常
語
的
か
、
文
章
語
的
か

対
象
へ
の
意
識
に
関
連
し
て
、
出
現
し
や
す
い
文
体

・
資
料
ジ
ャ
ン
ル
に

つ
い
て
も
見
て
み
る
。

散
文
／
韻
文
の
別
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
ニ
ホ
フ
は
総
用
例
数
の
半
数

近
く
を
韻
文
の
用
例
が
占
め
る
の
に
対
し
、
Ｔ
一
ホ
ヒ
＋
ス
ル
］
の
そ
れ
は

未
見
で
あ
る
。
［名
詞
十
ス
ル
］
の
う
ち
、
韻
文
に
多
用
さ
れ
る
の
は

［カ

＋
ス
ル
］
で
、
総
計

一
四
例
が
得
ら
れ
た
。
力
は
、
中
世
後
期
以
降
、
専
ら

単
独
で

〈
＋
の
意
味
〉
を
表
す
名
詞
と
し
て
、
ま
た
、
複
合
名
詞
や
慣
用
的

表
現

（色
香
　
移
り
香
　
梅
ガ
香
）
と
し
て
そ
の
表
現
価
値
を
維
持
し
続
け
、

文
章
語
化
し
て
い
く
語
で
あ
る

（池
上
一
一〇
〓
一ｂ
）。
こ
う
し
た
力
の
位
相

を
踏
ま
え
る
と
、
［力
＋
ス
ル
］
の
み
が
韻
文
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
至
極
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
同
時
に
、
［力
＋
ス
ル
］
以
外
の

［名

詞
＋
ス
ル
］
が
、
韻
文
よ
り
も
散
文
に
お
い
て
多
用
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
ｃ

こ
の
こ
と
は
、
資
料
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
用
例
数
の
分
布
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
近
世
に
お
け
る
俳
諧
な
ど
の
韻
文
資
料
、
談
義
本
　
読
本
　
人
情
本

（地
の
文
）
と
い
っ
た
文
語
体
資
料
に
は
、
同
時
代
の
他
の
言
語
資
料
が
多
用

す
る

［名
詞
＋
ス
ル
］
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ニ
ホ
フ
は
文
章
語
・
雅
語
的
側
面
を
も
持
つ
の
に
対
し
て
、
［名

詞
＋
ス
ル
］
（特
に
、
そ
の
代
表
格
で
あ
る

［
一一ホ
ヒ
＋
ス
ル
∪

は
多
分
に
日
常

語

・
俗
語
的
側
面
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（三
）
ニ
ホ
フ
と
い
う
語
の
二
面
性

ニ
ホ
フ
は
、
意
味
の
下
降
の
過
程
に
あ
っ
て
も
単
独
で

〈
＋
の
意
味
〉
を

表
し
続
け
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の

〈
＋
の
意
味
〉
を
表
す
用
例
を

［名
詞

＋
ス
ル
］
と
比
較
し
、
対
象

・
文
体
な
ど
の
観
点
か
ら
分
類
し
直
す
と
、
あ

る
傾
向
が
浮
か
び
上
が
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
＋
の
意
味
）
を
表
す
ニ
ホ
フ
は

鑑
賞
と
し
て
の
対
象
を
と
り
や
す
く
、
文
章
語

・
雅
語
的
側
面
を
も
持
つ
と

い
う
傾
向
で
あ
る
。
単
独
で

〈
＋
の
意
味
）
を
表
す
と
い
う
ニ
ホ
フ
本
来
の

意
味

・
用
法
が
、
こ
う
し
た
特
定
の
対
象
　
文
体
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
続

け
て
い
た
た
め
に
、　
一
見
す
る
と
奇
妙
な
印
象
を
受
け
る
、
二

五
中
が

〈
＋

／

一
の
意
味
〉
両
方
を
表
す
″
と
い
う
意
味

・
用
法
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ

っ
て
も
本
来
の
意
味

・
用
法
が
保
持
さ
れ

続
け
て
い
れ
ば
、
人
に
よ
っ
て
は

〈
一
の
意
味
）
を
表
す
語
と
し
て
積
極
的

に
使
用
し
に
く
く
な
る
、
と
い
う
事
態
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
こ
で
、

ニ
ホ
フ
の
よ
う
に
二
面
性
を
持
た
ず
、
あ
く
ま
で
日
常
語
的
表
現
と
し
て
使

用
さ
れ
る

［名
詞
＋
ス
ル
］
（主
に

［
ニ
ホ
ヒ
＋
ス
ル
∪

が
、
Ｔ

の
意
味
〉

を
表
す
形
式
と
し
て
使
用
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
［名
詞
＋

ス
ル
］
が

「表
現
の
具
体
化
へ
の
欲
求
」
に
も
十
分
に
応
じ
ら
れ
る
こ
と
も

大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ｃ

四
　
お
わ
り
に

ニ
ホ
フ
の
意
味
の
下
降
は
中
古
に
始
ま
り
、
中
世
を
通
じ
て
進
行
し
、

世
に
お
い
て
定
着
し
た
。
た
だ
し
、
意
味
の
下
降
が
生
じ
な
が
ら
も

（
一

〔9〕
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意
味
〉
専
用
の
語
と
は
な
ら
ず
、　
一
語
で

〈
＋
／

一
の
意
味
〉
両
方
を
表
す

よ
う
に
な

っ
た
点
が
、
こ
の
語
の
意
味
変
化
の
特
徴
だ
と
言
え
樋
。
こ
う
し

た
意
味

・
用
法
の
成
立
を
可
能
に
し
た
の
は
、
鑑
賞
と
し
て
の
対
象
を
と
る

語
、
文
章
語

。
雅
語
的
な
語
と
し
て
、
〈
＋
の
意
味
〉
を
表
す
と

い
う
本
来

の
意
味
　
用
法
が
必
要
と
さ
れ
続
け
た
か
ら
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
〈
＋
／

一
の
意
味
〉
両
方
を
表
す
と
い
う
、
相
反
す
る
二
面
性
を
維
持
し
続
け
た
こ

と
で
、
近
世
以
前
に
お
い
て
は
、
■

の
意
味
）
を
表
す
語
と
し
て
広
く
定

着
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
ｃ
そ
こ
で
、
日
語
的
表
現
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た

［名
詞
十
ス
ル
］
（主
に

Ｔ
一ホ
ヒ
＋
ス
と

）
が
、
修
飾
成
分
を
伴

っ
た

表
現
全
体
で

〈
一
の
意
味
）
を
表
す
形
式
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ホ
フ
と

［名
詞
十
ス
ル
］
と
の
関
係
は
、
語
彙
史
研
究
に
お
け
る
、
品

詞
の
枠
を
越
え
た
類
義
表
現
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
必
要
性
を
示
し
て
い

る
。
今
後
は
、
し
ば
し
ば
属
性
形
容
詞
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
知
覚
動
詞
と

し
て
の
ニ
ホ
フ
を
、
カ
ウ
バ
シ
や

（～
）
ク
サ
シ
と
い
っ
た
形
容
詞
を
含
め

た
語
彙
体
系
の
中
で
再
考
し
て
い
き
た
い
。

注
（１
）

現
代
語
で
は
、
〈
＋
の
意
味
〉
カ
オ
ル
／

〈
一
の
意
味
〉
ニ
オ
ウ
と
い
っ
た

棲
み
分
け
の
傾
向
も
指
摘
で
き
る

（小
出
二
〇
〇
五
）
が
、
未
だ
ニ
オ
ウ
一
語

で
両
極
の
意
味
を
表
し
得
る
。

（２
）

感
覚
領
域
の
変
化
を
論
じ
た
も
の
に
柴
生
田

（
一
九
五
九
）
な
ど
が
あ
る
。

『日
本
国
語
大
辞
典

（第
二
版
こ

「に
お
う
」
の
語
誌
欄

「「万
葉
集
」
に
お
い

て
は
、
赤
系
統
を
主
体
と
す
る
明
る
く
華
や
か
な
色
彩
　
光
沢
が
発
散
し
、
辺

り
に
映
え
る
と
い
う
、
視
覚
的
概
念
の
用
例
が
圧
倒
的
で
、
Ｔ
一ホ
フ
」
の
フ
こ

を

「丹
」
と
関
連
づ
け
る
考
え
も
あ
る
が
、
「万
葉
集
」
末
期

（大
伴
家
持
）

に
は
、
よ
い
香
が
辺
り
に
発
散
す
る
こ
と
に
も
用
い
ら
れ
始
め
る
。」
も
氏
の

立
場
を
参
考
に
し
て
い
る
。
主
に
文
学
の
分
野
で
展
開
さ
れ
て
き
た
先
行
研
究

は
、
佐
藤
喜
代
治
編

（
一
九
八
三
）
コ
”彙
研
究
文
献
語
別
目
録
」
（明
治
書
院
）

に
詳
し
い
。
な
お
、
■

の
意
味
〉
を
表
す
語
群
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
―
ク

サ
イ
を
扱

っ
た
玉
村

（
一
九
八
人
）
、
古
代
語
～
ク
サ
シ
を
扱

っ
た
池
上

（二

〇

一
二
ａ
）
が
あ
る
。

（３
）

名
詞
は
、
ニ
ホ
ヒ
　
カ
　
カ
ザ
　
漢
字
表
記

「香
」
（力
と
読
む
可
能
性
が

高
い
）
を
調
査
し
た
が
、
総
用
例
数
の
多
い
ニ
ホ
ヒ
を
中
心
に
論
じ
る
。
池
上

（二
〇

一
二
ｂ
）
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
〈
＋
／
中
立
的
／

一
の
意
味
）
を

表
す
嗅
覚
表
現
名
詞
は
、
中
世
後
期
頃
に
力
と
ニ
ホ
ヒ
と
が
交
替
し
、
近
世
以

降
は
ニ
ホ
ヒ
が
優
勢
に
な
る
と
い
う
個
別
の
問
題
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
表
に

掲
載
し
な
い
カ
　
カ
ザ
　
漢
字
表
記

「香
」
の
総
計
は
そ
れ
ぞ
れ
、
三
二
例

五
例
　
一
二
例
で
あ
る
。

（４
）

ニ
ホ
フ
は
、
仮
名
表
記
や
振
り
仮
名
に
よ
リ
ニ
ホ
フ
の
読
み
が
確
実
な
も

の
、
自
動
詞
と
判
断
で
き
る

「匂
」
「
匂
」
は
ニ
ホ
フ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
国

字
で
あ
る

（朱

一
九
九
人
な
ど
と

に
限
っ
た
。

（５
）

今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た

「
〈
一
の
意
味
〉
を
表
す
修
飾
成
分
」
は
、
（～
）

臭
シ
　
悪
シ

・
乙
リ
キ
ナ
リ
　
汚
ラ
ハ
シ
　
卦
体
ナ
リ
　
変
ナ
リ
　
ム
ツ
カ
シ

な

ど

。

（６
）

意
味
の
下
降
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
小
野

（
一
九
人
四
）
を
参
考
に
し
た
。

（７
）

上
代
／
中
古
／
中
世
前
期
／
中
世
後
期
／
近
世
前
期

（
ヽ
享
保

一
〇
年

（
一

七
二
五
し

／
近
世
中
後
期
の
六
つ
に
区
分
し
た
。
な
お
、
年
代
よ
り
も
資
料

ジ
ャ
ン
ル
で
ま
と
め
る
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
、
近
世
中
後
期
に
は

一
七

一
〇

年
代
に
成
立
し
た
も
の
も
僅
か
な
が
ら
含
ま
れ
る
。

（８
）

調
査
結
果
に
は
含
め
て
い
な
い
が
、
訓
点
資
料
の
調
査

（『訓
点
語
彙
集
成
』

（汲
古
書
院
）
を
利
用
）
も
行

っ
た
。
筆
者
が
目
を
通
す
こ
と
の
で
き
た
訓
点

資
料
の
限
り
に
お
い
て
は
、
本
稿
の
調
査
結
果
に
矛
盾
す
る
用
例
は
未
見
で
あ

ス

γ

〕

（９
）

例
０
の
寛
政
六
年
刊
記
古
活
字
本
の
み
な
ら
ず
、
現
在
最
古
と
さ
れ
る
九
条

家
本

（室
町
時
代
の
写
本

（新
日
本
古
典
文
学
大
系
し

も

「く
さ
く
に
ほ
ひ

た
る
」
と
あ
る
。
前
後
を
校
異
し
た
結
果
本
文
の
大
き
な
乱
れ
は
見
ら
れ
ず
、

こ
の
箇
所
も
原
態
を
留
め
て
い
る
可
能
性
が
低
く
な
い
。
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（１０
）

『ラ
ホ
日
辞
典
の
日
本
語
本
文
篇
』
（勉
誠
出
版
）
を
利
用
し
た
。
な
お
、　
一

語
単
独
で

〈
一
の
意
味
〉
を
表
す
ニ
ホ
フ
は
見
え
ず
、
［名
詞
＋
ス
ル
］
は
こ

の
形
式
自
体
が
見
え
な
い
。

（１１
）

〈
一
の
意
味
〉
を
表
す
形
容
詞
に
お
い
て
は
、
単
純
形
容
詞
ク
サ
シ
よ
り
も

合
成
形
容
詞
～
ク
サ
シ
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

（池
上
二
〇

一
二
ａ
）
。

（‐２
）

名
詞
ニ
ホ
ヒ
に
も
同
様
に
指
摘
で
き
る
意
味
変
化
で
あ
る

（池
上
二
〇

一
二

ｂ
）
。

参
考
文
献

小
野
正
弘

（
一
九
人
四
）
弓
因
果
」
と

「果
報
」
の
語
史
―
中
立
的
意
味
の
マ
イ
ナ
ス

化
と
プ
ラ
ス
化
―
」
「国
語
学
研
究
』
二
四

工
藤
力
男

（二
〇

一
〇
）
「
に
お
い
紡
復
―
日
本
語
雑
記
　
二
―
」
『成
城
文
藝
』
二

一

〇

小
出
慶

一

（二
〇
〇
五
）
「知
覚
動
詞
の
語
彙
構
造
に
つ
い
て
」
『群
馬
県
立
女
子
大
学

国
文
学
研
究
』
二
五

小
林
　
隆

（
一
九
人
四
）
「変
化
の
要
因
と
し
て
の
語
彙
体
系
」
『国
語
学
研
究
』
二
四

柴
生
田
稔

（
一
九
五
九
）
「
か
を
る
」
と

「
に
は
ふ
ヒ

「国
語
と
国
文
学
』
三

（■

九
八
六
）
『万
葉
の
世
界
』
岩
波
書
店

所
収
）

朱
　
捷

（
一
九
九
八
）
「
匂
」
と
い
う
字
の
由
来
及
び
そ
こ
か
ら
み
る
日
本
人
の
嗅
覚

と
中
国
人
の
聴
覚
」
『同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
」

一
〇

玉
村
千
恵
子

（
一
九
人
人
）
「嗅
覚
と
非
嗅
覚
―
合
成
語

「―
く
さ
い
」
を
め
ぐ
っ
て
　
」

『日
本
語
』

一
‐
六

Ａ
　
コ
ル
バ
ン

（山
田
登
世
子
　
鹿
島
茂
訳
）
Ｅ

九
九
〇
）
『に
お
い
の
歴
史
―
嗅
覚

と
社
会
的
想
像
力
』
藤
原
書
店

Ｅ
　
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー

（中
村
雄
二
郎
　
松
本
小
四
郎
訳
）
■

九
八
三
）
『精
神
の
コ

ス
モ
ロ
ジ
ー
ヘ
』
人
文
書
院

池
上
　
尚

（二
〇

一
二
ａ
）
「嗅
覚
表
現
形
容
詞

「
ク
サ
シ
」
「
～
ク
サ
シ
」
―
接
尾
辞

「
，
ク
サ
シ
」
の
発
達
を
中
心
に
―
」
『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
三

一

（二
〇

一
二
ｂ
）
「嗅
覚
表
現
名
詞
カ
　
ニ
ホ
ヒ
の
史
的
変
遷
―
そ
の
交
替

に
着
日
し
て
―
」
『早
稲
田
日
本
語
研
究
』
二

一

別
表
　
調
査
対
象
資
料

（
一
部
）

紙
幅
の
関
係
上
、
用
例
の
得
ら
れ
た
資
料
を
中
心
に
、
調
査
対
象
の
一
部
を
示
す
。
調
査
に
は
、
既
刊
の
総
索
引
　
テ
キ
ス
ト
の
他
、
国
文
学
研
究
資
料
館

「
日
本
古
典
文
学
大
系

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、
日
国
オ
ン
ラ
イ
ン
も
利
用
し
た

（
＊
は
全
数
調
査
を
終
え
て
い
な
い
資
料
に
付
す
）
。
【　
】
で
示
し
た
資
料
ジ
ャ
ン
ル
は
、
一
覧
の
た
め
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。

●
上
代
古
事
記
　
日
本
書
紀
　
万
葉
集
●
中
古

【仮
名
散
文
Ｉ
期
】
伊
勢
物
語
　
土
左
日
記
　
大
和
物
語
　
平
中
物
語
　
宇
津
保
物
語
　
蜻
蛉
日
記
　
落
窪
物
語
　
枕
草
子
　
和
泉

式
部
日
記
　
源
氏
物
語
　
紫
式
部
日
記
　
栄
花
物
語
　
浜
松
中
納
言
物
語
・
堤
中
納
言
物
語
　
更
級
日
記

・
狭
衣
物
語
●
中
世
前
期

【仮
名
散
文
Ⅱ
期
】
讃
岐
典
侍
日
記
　
大
鏡

今
鏡

・
と
り
か
へ
ば
や
物
語

・
重
物
語
　
松
浦
官
物
語
　
無
名
草
子
　
百
詠
和
歌
　
源
通
親
日
記
　
無
名
抄
　
た
ま
き
は
る
　
う
た
た
ね
　
十
六
夜
日
記
　
中
務
内
侍
日
記
　
徒
然

草

竹
む
き
が
記

と
は
ず
が
た
り

増
鏡

【説
話

（宗
教
関
係
資
料
含
む
こ

今
昔
物
語
集

古
本
説
話
集

打
聞
集

唐
物
語

発
心
集

宇
治
拾
遺
物
語
　
閑
居
友

今
物
語
・

撰
集
抄
　
十
訓
抄
　
古
今
著
聞
集
　
沙
石
集
　
親
鸞
集
三
帖
和
讃
　
日
蓮
聖
人
遺
文
　
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
　
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
　
一
言
芳
談

【和
漢
混
清
文
Ｉ
期

（漢
文
資
料

含
む
）】
雲
州
往
来

・
水
鏡
　
方
丈
記
　
保
元
物
語
　
平
治
物
語
　
平
家
物
語
・
海
道
記
　
東
関
紀
行
　
源
平
盛
衰
記
●
中
世
後
期

【和
漢
混
清
文
Ⅱ
期
】
曽
我
物
語
　
義
経
記

大
平
記
　
信
長
公
記

【室
町
物
語
】
あ
し
び
き
　
転
寝
草
紙
　
し
ぐ
れ
・
鳩
鷺
物
語
　
岩
屋
の
草
子
　
か
ざ
し
の
姫
君
　
高
野
物
語
　
西
行
　
俵
藤
太
物
語
　
弁
慶
物
語
　
昆
沙
門

の
本
地
　
猿
の
草
子
　
師
門
物
語
　
さ
ヽ
や
き
竹
　
大
黒
舞

【抄
物
】
杜
詩
続
翠
抄
　
漢
書
抄
　
百
丈
清
規
抄
　
史
記
抄
　
日
本
書
紀
兼
倶
抄
　
古
文
真
宝
桂
林
抄
　
古
文
真
宝
彦

龍
抄
　
山
谷
抄
　
湯
山
聯
句
抄
　
蒙
求
抄
　
荘
子
抄
　
毛
詩
抄
　
四
河
入
海
　
三
体
詩
幻
雲
抄
＊
　
中
興
禅
林
風
月
集
抄
　
王
塵
抄
＊
・
全
九
集
　
句
双
紙
抄
　
中
華
若
木
詩
抄

論
語
抄

【キ
リ
シ
タ
ン
資
料
】
天
草
本
平
家
物
語
　
天
草
本
伊
曽
保
物
語

天
草
本
金
句
集
・
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
ム
ン
デ
　
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
・
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん

【狂
言
台
本
】

天
正
狂
言
本

・
祝
本

【そ
の
他
】
さ
ヽ
め
ご
と
　
連
理
秘
抄
　
申
楽
談
儀
　
あ
づ
ま
の
道
の
記
　
河
村
誓
真
聞
書

・
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
●
近
世
前
期

（～
一
七
二
五
）
【狂
言
台
本
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続
狂
言
記

【仮
名
草
子
】
酒
茶
論
　
犬
枕

・
恨
の
介
　
大
坂
物
語
　
竹
斎
　
薄
雪
物
語

）と
草
　
浮
世
物
語
　
元
の
本
阿
弥
　
都
風
俗
鑑
　
好
色
袖
鑑

【浮
世
草
子
】
好
色
訓
蒙
図

］万
金
丹
　
好
色
大
福
帳
　
新
色
五
巻
書
　
け
い
せ
い
色
三
味
線
　
風
流
曲
三
味
線
　
古
今

傾
城
手
管
三
味
線
　
傾
城
歌
三
味
線
　
当
世
宗
匠
気
質

【評
判
記
】
難
波
物
語
　
野
郎
虫

戯
言
養
気
集
　
寒
川
入
道
筆
記
　
醒
睡
笑
　
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
　
わ
ら
い
く
さ
　
百

”語
　
秋
の
夜
の
友
　
宇
喜
蔵
主
古
今
咄
揃
　
当
世
軽
口
咄
揃
に
が
わ
ら
ひ
　
囃
物
語
　
杉

揚
枝
　
軽
口
大
わ
ら
ひ
　
当
世
手
打
笑
　
当
世
口
ま
ね
笑
　
庇
野
武
左
衛
門
口
伝
は
な
し
　
鹿
の
巻
筆
　
正
直
咄
大
鑑
　
新
竹
斎
　
籠
耳

・
二
休
咄
　
諸
国
落
首
咄
　
枝
珊
瑚
珠

軽
口
露
が
は
な
し
　
遊
小
僧
　
初
音
草
噺
大
鑑
　
露
新
軽
回
は
な
し
　
軽
口
御
前
男
　
軽
口
ひ
や
う
金
房
　
軽
日
あ
ら
れ
酒

・
露
休
置
土
産
　
軽
口
福
蔵
主

【井
原
西
鶴
作
品
】
好

色

一
代
男
　
難
波
の
見
は
伊
勢
の
白
粉
　
諸
艶
大
鑑
　
西
鶴
諸
国
は
な
し
　
暦

・
凱
陣
八
嶋
　
好
色

一
代
女
　
好
色
五
人
女
　
本
朝
二
十
不
孝
　
男
色
大
鑑
　
武
道
伝
来
記
　
懐
硯

日
本
永
代
蔵
　
武
家
義
理
物
語
　
嵐
は
無
常
物
語
　
色
里
三
所
世
帯
　
新
可
笑
記
　
好
色
盛
衰
記
　
本
朝
桜
陰
比
事
　
一
日
玉
鉾
　
新
吉
原
つ
ね
′Ｃ
ヽ
草
　
世
間
胸
算
用
　
浮
世
栄

花

一
代
男
　
西
鶴
置
土
産

・
西
鶴
織
留
　
西
鶴
俗
つ
れ
た０
ヽ
　
万
の
文
反
古
　
西
鶴
名
残
の
友
　
俳
諧
石
車
　
難
波
土
産
　
精
進
愴

・
俳
書
発
句
そ
の
他

【浄
瑠
璃
Ｉ
期

（近
松
こ

出
世
景
清
　
三
世
相
　
津
戸
三
郎
　
蝉
丸
　
十
二
段
　
最
明
寺
殿
百
人
上
臓
　
日
本
西
王
母

・
曽
根
崎
心
中
　
用
明
天
王
職
人
鑑
　
堀
川
波
鼓

ｉ
心
中
重
井
筒
　
五
十
年
忌
歌
念
仏

］
動
詢
［
』
義
』
榊
］
『
赫
中
に
器
壽
囃
軸
帖
喘
い
仲
一
時
幡
」
呻
持
砕
』
』
中
拗
一
『
一
崚
嚇
一
ｍ
ｍ
一
赫
一
枷
」
一
轟
』
い
は
『
鰤
静
義
］
嚇
¨
詢
榊
］
』
時
中
赦
慟
］
”
】

物
語
　
捷
解
新
語
　
お
き
く
物
語
　
雑
兵
物
語
　
女
重
宝
記
　
町
人
嚢
　
そ
れ
る
ヽ
草
　
ひ
と
り
ね
　
椀
記

【俳
譜
Ｉ
期
】
大
子
集
　
毛
吹
草
　
埋
木

・
芭
蕉
文
集
句
集
　
真
蹟
去

来
文
＊
　
三
冊
子
　
風
俗
文
選
●
近
世
中
後
期

【浄
瑠
璃
Ⅱ
期
】
心
中
恋
の
中
道
　
心
中
二
つ
腹
帯
　
八
百
屋
お
七
　
壇
浦
兜
軍
記
　
猿
丸
大
夫
鹿
巻
ミ
　
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
　
夏

道

化
鑑

讐

香

渡

需

連
理
柵

量

先
代
萩

導

亀
山
噺

諸

歌
祭
文

・証
抒

一一静

咤

酬

靖

婢

舅

歌
鵠
錆
雖

訴

Ⅷ
劃
″
凱
磁
嚇
』

獅

嵯

鵠

軒

鮭

肝

議

帥
夢

権

瀞

躊

肝

粂
荼

〆

嶋

記

蒙

【近
堪

Ⅱ
期
】
二父
隣
編

四
方
の
承

滴
霰

玉
瞥

遭

苓
事

謄
大
小
心
録
　
形
影
夜
話
　
山
中
人
饒
舌
　
松
翁
道
話
　
蘭
東
事
始
　
花
月
草
紙
　
紹
鴎
茶
湯
百
首
　
鳩
翁
道
話
　
玲
龍
随
筆

【噺
本
Ⅱ
期
】
軽
日
は
な
し
と
り
　
軽
口
機
嫌
嚢

座
狂
ば
な
し
　
軽
口
独
機
嫌
　
軽
口
蓬
莱
山
　
水
打
花
　
軽
口
耳
過
宝
　
軽
口
へ
そ
順
礼
　
軽
口
腹
太
鼓
　
鹿
の
子
餅
　
楽
牽
頭
　
軽
国
大
黒
柱
　
聞
上
手
　
飛
談
語
　
坐
笑
産

誡
箸
一諮
鱚
牌
Ｊ
鞣
鵡
ヂ
馘
蟄
晰
型
「
豊
響膵
知
勤噺
絵本珍昴
肇
口響
ひ
雷
五阜
来
のこ七
上
の‥
箱

高
笑
ひ
　
夕
涼
新
話
集
　
書
集
津
盛
噺
　
年
忘
噺
角
力
　
春
令
　
管
巻
　
時
勢
話
大
全

・

時
勢
話
綱
目
　
喜
美
賀
楽
寿
　
さ
と
す
ゞ
め
　
謂
嚢
　
今
歳
笑
　
福
の
神
　
青
楼
吉
原
咄
　
金
財
布
　
寿
々
葉
羅
井
　
気
の
く
す
り
　
万
の
宝
　
大
御
世
話
　
明
朝
梅
　
鼠
の
笑

笑
長
者
　
豆
談
語
　
梅
屋
敷

・
鳴
呼
笑
　
話
間
訥
　
春
帖
咄
　
歳
旦
話
　
夜
明
烏
　
落
咄
人
来
鳥
　
福
喜
多
留
　
下
司
の
智
恵
　
百
福
物
語
　
千
年
草
　
か
た
い
は
な
し
　
う
ぐ
ひ

す
笛
　
福
種
笑
門
松
　
振
鷺
亭
噺
日
記
　
一昌
貴
樽
　
拍
子
幕
　
落
咄
梅
の
笑
　
滑
稽
即
興
噺
　
わ
ら
ひ
鯉
　
軽
口
筆
彦
咄
　
鳩
灌
雑
話

・
即
当
笑
合

二
暑
美
談
語
　
噺
手
本
忠
臣
蔵

雅
興
春
の
行
衛
　
踏
が
茶
　
庚
申
講
　
三
歳
智
恵
　
無
事
志
有
意
　
新
玉
帯
　
塩
梅
余
史

上
息
戯
常
談
　
新
製
欣
々
雅
話
　
踏
煎
茶
呑
噺
　
虎
智
の
は
た
け
　
曲
雑
話
　
馬
鹿
大
林

太
郎
花
　
六
冊
懸
徳
用
草
紙
　
新
撰
勧
進
話
　
落
咄
踏
く
り
金
　
珍
学
問
　
花
の
咲
　
麻
疹
噺
　
東
都
真
衛

・
笑
府
商
内
上
手
　
は
な
し
亀
　
し
み
の
す
み
か
物
語

・
峡
蝶
児

・
落

咄
見
世
び
ら
き
　
諄
話
江
戸
嬉
笑
　
正
月
も
の
　
瓢
百
集
　
笑
顔
始
　
玉
尽

一
九
噺

・
画
ば
な
し
当
時
梅
　
妙
伍
天
連
都
　
済
の
宿
か
え
　
会
席
噺
袋
　
福
三
笑
　
身
振
噺
寿
賀
多

八
景
　
〔芝
居
絵
落
噺
貼
込
帳
∵

お
と
ぎ
ば
な
し

・
春
興
噺
万
歳
　
は
な
し
の
い
け
す
　
小
倉
百
首
類
題
話
　
落
晰
屠
蘇
喜
言

・
咄
土
産
　
白
廃
物
語
　
落
噺
願
懸
鎖

・
噺
栗
毛

か
こ
ひ
も
の
の
落
し
噺
し
　
女
郎
買
の
落
し
噺
し
　
十
二
支
紫
　
延
命
養
談
数
　
落
噺
年
中
行
事
　
笑
語
草
か
り
篭
　
一
口
ば
な
し
　
百
面
相
仕
方
ば
な
し
　
縁
取
ば
な
し
　
昔
は
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な
し
　
落
し
ば
な
し
　
俳
詣
発
句

一
題
噺
　
万
燈
賑
ば
な
し
　
春
色
三
題
噺
初
編

【洒
落
本
】
史
林
残
花
　
南
花
余
芳
　
両
都
妓
品

（西
都
妓
品
　
両
巴
后
言
γ

吉
原
源
氏
六
十

帖
評
判
　
傾
城
つ
れ
ノ
く
―草
　
疇
陽
英
華
　
会
海
通
窟
　
白
増
譜
言
経
　
百
花
評
林
　
瓢
金
窟
　
華
里
通
商
考
　
華
里
通
商
考

（異
本
γ

阿
房
枕
言
葉
　
仙
台
冶
情
・
畑
花
漫
筆
・

距
婦
伝
　
猪
の
文
章
　
当
世
花
街
談
義
　
吉
原
出
世
鑑
　
交
代
盤
栄
記
　
該
楽
詑
論
談
　
魂
胆
総
勘
定
　
本
草
妓
要
　
禁
現
大
福
帳
　
花
菖
蒲
侍
乳
間
答
　
穿
当
珍
話
　
風
俗
七
遊

談
　
風
俗
八
色
談
　
西
郭
燈
籠
記
　
異
素
六
帖
　
聖
遊
廓
　
花
街
浪
華
色
人
掛
　
秘
事
真
告
　
遊
子
方
言
　
辰
巳
之
園
　
風
流
眸
談
議
　
甲
駅
新
話
　
当
世
宏
か
し
こ
　
郭
中
掃
除

雑
編
　
傾
城
買
指
南
所
　
富
賀
川
拝
見
　
蛇
蜆
青
大
通
・
卯
地
臭
意

・
つ
れ
づ
れ
昨
か
川
　
傾
情
知
恵
鑑
　
残
座
訓
　
通
言
総
籠
　
青
楼
昼
之
世
界
錦
之
裏
　
傾
城
買
二
筋
道
　
廓

節
要
　
老
楼
志

【責
表
紙
】
高
漫
齊
行
脚
日
記
　
莫
切
自
根
金
生
木
　
大
悲
千
藤
本
　
江
戸
生
艶
気
樺
焼
　
心
学
早
染
岬
　
敵
討
義
女
英
　
賢
愚
湊
銭
湯
新
話
　
仙
術
独
稽
古

【読

本
一
雨
月
物
語
　
椿
説
弓
張
月
　
春
雨
物
語

【滑
稽
本
】
風
来
六
部
集
　
成
男
伊
勢
物
語
　
東
海
道
中
膝
栗
毛
　
戯
場
粋
言
幕
の
外
　
浮
世
風
呂
　
狂
言
田
舎
操
　
浮
世
床
　
大
千

世
界
楽
屋
探
　
七
偏
人

【人
情
本
】
仮
名
文
章
娘
節
用
　
春
色
辰
巳
園
　
春
色
梅
児
誉
美
　
貞
操
婦
女
八
賢
誌
　
春
色
恵
の
花
　
花
の
志
満
台
　
い
ろ
は
文
庫
　
開
情
末
摘
花
　
清

談
若
緑
　
春
色
恋
廼
染
分
解

【俳
譜
Ⅱ
期

（川
柳
含
む
こ

与
謝
蕪
村
作
品
　
小
林

一
茶
作
品
　
鶉
衣
　
誹
風
柳
多
留
　
伊
勢
冠
付
　
神
酒
の
回

付
記
　
本
稿
は
日
本
語
学
会
二
〇

一
一
年
度
春
季
大
会
に
お
け
る
日
頭
発
表
の
一
部
を

基
に
加
筆
　
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
際
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
指
摘

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
池
上

（二
〇

一
二
ａ
）
は
、
現
代
語
研
究
で
あ
る
も
の
の
重
要
な
先
行

研
究
で
あ
る
王
村

（
一
九
八
八
）
の
検
討
を
経
ず
に
稿
を
な
し
た
部
分
が
あ
っ
た
。

先
学
の
研
究
成
果
を
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
中
し
上
げ

る
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
の
池
上

（二
〇

一
二
ａ
）
の
再
考
は
、
別
稿
を

期
し
た
い
。

〔13〕

大
倉
比
呂
志
著

『物
語
文
学
集
孜

―
平
安
後
期
か
ら
中
世
へ
―
』

本
論
集
は
、
平
安
後
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

物
語
を
対
象
と
し
て
お
り
、
著
者
の
こ
れ
ら
の
時

代
に
お
け
る
物
語
文
学
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
と

言
え
る
も
の
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
研
究
対
象
と
し
た
作
品
数
の
多

さ
で
あ
る
ｃ
平
安
後
期
物
語
は
八
作
品
、
中
世
王

朝
物
語
は
二
十

一
作
品
も
の
物
語
を
論
究
の
対
象

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
取
り
あ
げ
た
作
品
の
全

て
に
お
い
て
、
人
物
造
型
と
そ
の
意
味
性
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
先
行
す
る
文
学
作
品
の
影
響
お
よ
び
そ

れ
ら
と
の

〈同
化
〉
〈異
化
〉
を
は
じ
め
と
す
る

重
要
な
諸
問
題
が
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
無
く
丁
寧
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
物
語
文
学
の
み
な
ら
ず
、
第
三
部
の

〓
と
は
ず
が
た
り
』
と
物
語
文
学
」
に
お
い
て
は

著
者
が
以
前
か
ら
研
究
を
続
け
て
い
る
日
記
文
学

と
の
相
関
関
係
を
追
求
す
る
と
い
う
試
み
が
為
さ

れ
て
お
り
、
中
古
か
ら
中
世
に
お
け
る
文
学
全
体

に
対
す
る
包
括
的
な
研
究
書
と
し
て
印
象
深
い
一

書
で
あ
る
。

（二
〇

一
三
年
二
月
　
新
典
社
　
Ａ
５
判
　
五
七

四
頁
　
税
込

一
七
三
二
五
円
）
　

〔木
田
博
子
〕


